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L10型の結晶構造を持つ 3d遷移金属規則合金薄膜はレアメタルフリー高機能新規磁性材料とし

て注目を集めている。中でも、L10-FeCoは高い垂直磁気異方性を持つと予測されているが、L10相

が非平衡構造であるため規則度が低く、面直磁化の実現はおろか構造制御法さえ確立されていな

い。そこで我々は、窒化物単原子層の窒素サーファクタント効果を利用して Cu(001)基板上に高品

質な FeCo 合金薄膜の作製を試みている。窒化物単原子層の高い表面格子安定性および接合界面

における相互拡散を効果的に抑制する窒素サーファクタント効果により原子レベルで平坦で均一

な界面をもつ FeCo合金薄膜の作製が期待できる[1,2]。これまでに我々は窒素サーファクタント効

果を利用した FeCo規則合金薄膜の初期成長段階である Cu(001)基板上の窒化鉄 2原子層にコバル

トを 1 原子層積層した試料を作製し、試料加熱処理に伴う FeCo 界面の構造変化と磁気特性の相

関を電子・磁気状態を低エネルギー電子線回折(LEED）および X 線吸収分光法/X 線磁気円二色

性（XAS/XMCD）を用いて調べてきた。今回、鉄をさらに 1原子層積層させ、垂直磁気異方性の

加熱温度依存性および膜厚依存性を XAS/XMCDを用いて評価した。 

窒化鉄 2 原子層は Cu(001)基板上への N＋イオンボンバードメントによって作製した N/Cu(001) 

表面に鉄を室温で蒸着し、約 350℃で加熱処理により作製した。その後、コバルト 1 原子層を約

-100℃での低温蒸着により積層し、室温と 200℃で加熱処理した試料のXAS/XMCD測定をUVSOR 

BL4Bにて行った。また、200℃で加熱した後さらに鉄を 1原子層積層させた試料の測定も行った。 

Fe XAS L3吸収ピーク強度を印加磁場に対してプロットし、Fe層の磁化曲線を元素選択的に測

定した。そして、得られた磁化容易軸・困難軸における磁化曲線から垂直磁気異方性を求めた。

結果、Fe層の垂直磁気異方性がコバルトの積層、200℃での加熱処理によって向上することがわか

った。さらに鉄を 1原子層積層させると、Fe層の面直磁化の相対的な増大が確認された。本講演

ではさらに、走査トンネル顕微鏡(STM)による構造観察の結果から原子スケールでの FeCo界面構

造と垂直磁気異方性の相関についても議論する。 
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